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アンカーボルトの補修と
思われる施工例
（追加ボルト）

アンカーボルトの補修と
思われる施工例
（補充ボルト）

鋼材による
アンカーボルトの補修
（Ｌ型鋼による補修）

標準位置以外の位置にアン
カーボルトが追加設置されてい
る

標準位置にボルト穴はある
がボルトが設置されておらず、
近傍にアンカーボルトが補充設
置されている

Ｌ型鋼を介して、ＣＴ鋼の外側
にアンカーボルトが設置されて
いる

２７５箇所 １２箇所 ３６５箇所

笹子トンネル（上り線）アンカーボルト補修の実績

※ 建設段階で補修したものか、管理段階で補修したものかは記録が残っておらず不明

精査中＜会社独自調査＞ アンカーボルト補修状況
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標準位置
（ボルト有り）

追加設置

Ｌ型鋼による補修
標準位置

（ボルト無し）
補充設置
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２０１２年１２月緊急点検 笹子トンネル(上り線) ６０ｍスパン別アンカーボルト補修状況図

【甲府側坑口】
【ｋｐ】

【スパン番号】

【ｋｐ】

【スパン番号】

【東京側坑口】
【ｋｐ】

【スパン番号】

※ 甲府側坑口に使用されているＭ２０ボルトと、標準のＭ１６ボルトの比較 ※ 補修・補強パターン

① 追加ボルト ② 補充ボルト ③ Ｌ型鋼による補修
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天井板落下範囲及びその付近

点検結果整理中
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※ 甲府側坑口から約８００ｍ区間のアンカーボルトには、建設時に通常区間よりも径が太いＭ２０が使用されている

Ｍ２０ボルト Ｍ１６ボルト

標準位置

（ボルト有り）

追加設置

Ｌ型鋼による補修

標準位置以外の位置にアンカーボルト

が追加設置されている

標準位置にボルト穴はあるがボルト

が設置されておらず、近傍にアンカー

ボルトが補充設置されている

Ｌ型鋼を介して、ＣＴ鋼の外側にア

ンカーボルトが設置されている

標準位置

（ボルト無し）
補充設置

凡例

（６０ｍスパン当りの

補修箇所の合計）
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